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別紙14 カフェ・レストラン、ショップにおける行政財産使用料等の考え方 

 

１ 行政財産使用料の基本的な考え方 

 事業者が運営するカフェ・レストラン、ショップ等の各賃料（栃木県行政財産使用料条例（昭

和39年栃木県条例第９号）に基づく使用料）の減免の基本的な考え方については、下記のとおり

とする。 

 なお、正式な使用料については、事業契約締結後に使用許可の面積や期間等について、別途協

議を行った上で、決定するものとする。 

対象 減免率 

カフェ・レストラン 
厨房 50％ 

客席 80％ 

ショップ 50％ 

 

２ 行政財産使用料以外の費用負担の基本的な考え方 

 使用許可財産に係る次の費用（以下「光熱水費等」という。）については、原則として事業者が

サービス提供者と契約し、負担するものとする。ただし、県がサービス提供者と契約しているも

のについては、県が支出する金額から当該使用許可面積に係る光熱水費等の相当額を算出し、使

用者から徴収するものとする。 

(1) 電気料金 

(2) 水道料金 

(3) 下水道料金 

(4) ガス料金 

(5) 冷暖房に要する経費 

(6) 清掃に要する経費 

(7) 火災保険料 

 

３ その他 

行政財産使用料や光熱水費等の算定基準や負担方法等については、下記を参照すること。 

・栃木県行政財産使用料条例 

・行政財産使用許可取扱基準 

・行政財産の使用許可に係る土地及び建物の評価額の算定要領及び使用料の調整要領について 

・行政財産の使用許可に伴う使用料の減免について 

・行政財産の使用許可に伴う光熱水費等の取扱いについて 

・行政財産の使用許可に伴う光熱水費等の取扱いについての運用について 


